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生活習慣病予防シリーズ

知っておきたい
病状・診断・治療法
知っておきたい
病状・診断・治療法

脳
梗
塞

脳
梗
塞
を
防
ぐ

た
め
に

　
脳
卒
中
の
う
ち
、
脳
血
管
が
つ
ま
る
の
が

脳
梗
塞
、
破
れ
る
の
が
脳
出
血
で
す
。
最
近

は
脳
出
血
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
脳
卒
中

全
体
は
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
脳
梗
塞

は
逆
に
ふ
え
て
お
り
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡

者
の
60
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
脳
梗
塞

は
後
遺
症
が
残
り
や
す
く
、
認
知
症
や
寝
た

き
り
の
原
因
と
し
て
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

脳
梗
塞
が
ふ
え
て
き
た

脳
卒
中
死
亡
の
内
訳

監
修
：
齋
藤
　
勇
（
杏
林
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
）

　
脳
梗
塞
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ

と
、
動
物
性
脂
肪
中
心
の
食
事
や
運
動
不
足
に
よ
る
動
脈
硬
化
、

そ
れ
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
心
臓
病
が
ふ
え
た
た
め
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

資料　厚生労働省「人口動態統計」

脳
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中
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五
つ
の
タ
イ
プ

くも膜
脳動脈硬化

血栓

栓子

脳
　
出
　
血

脳
　
梗
　
塞

脳
内
出
血

脳
血
栓

脳
塞
栓

く
も
膜
下
出
血

一過性脳虚血発作

細い血管が破れて出血する

脳動脈にできたこぶが破裂してくも膜
下の髄液に出血する

動脈硬化で血管そのものが狭くなって
つまる。ゆるやかに進む

心臓などにできた血液のかたまりが
脳血管をふさいでつまる。急激に進む

血液のかたまりが一時的に血管を
ふさぐが、すぐ開通する

　
脳
梗
塞
は
、
脳
血
管
そ
の
も
の
や
心
臓
、
そ
の
他
の
血
管
に

お
き
た
動
脈
硬
化
が
原
因
で
お
こ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
動

脈
硬
化
が
進
み
や
す
い
人
は
脳
梗
塞
に
か
か
る
危
険
性
が
高
い

と
い
え
ま
す
。

脳
梗
塞
に
か
か
り
や
す
い
人

①
動
脈
硬
化
・
不
整
脈
が
あ
る

②
血
圧
が
高
い
・
肥
満

③
糖
尿
病
が
あ
る

④
動
物
性
脂
肪
に
偏
っ
た

　
食
事
を
し
て
い
る
・
喫
煙

脳梗塞の前ぶれ症状（数分ないし2、3時間でなおる）

手
足
が
マ
ヒ
し
た
り
、
し
び

れ
る

物
が
二
重
に
見
え
る
。
視
野

異
常

舌
が
も
つ
れ
て
、
ろ
れ
つ
が

回
ら
な
い

吐
き
気
を
と
も
な
っ
た

め
ま
い
が
す
る

資料　厚生労働省「人口動態統計」

昭和35年
（1960）

くも膜下出血
　 2.4％

くも膜
下出血
11.8％

脳内出血
76.8％

脳梗塞
13.3％

脳梗塞
64.1％

その他7.5％

その他2.9％

脳内出血
26.4％

平成17年
（2005）

脳卒中の死亡者数・死亡率の
年次推移
脳卒中による死亡は減っていますが、
95年は新しい死亡診断書の周知によって
ふえています。

資料　厚生労働省「人口動態統計」
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脳
梗
塞
発
作
を
防
ぐ
た
め
の
検
査

●
一
般
的
検
査

　
危
険
因
子
で
あ
る
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
検
査
は
、
日
常
の
定
期
検
診
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
一
度
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
　
診

　
医
師
は
、
脳
梗
塞
の
危
険
因
子
で
あ
る
、
①
高
血
圧
、
糖
尿

病
や
心
臓
病
の
有
無
と
そ
の
治
療
状
況
、
②
喫
煙
の
状
態
、
③

家
族
歴
、
④
一
時
的
な
マ
ヒ
や
言
語
障
害
な
ど
の
有
無
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査

　
血
液
の
検
査
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
血
糖
値
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
心
電
図
検
査
で
は
、
心
房
細
動
な
ど

脳
梗
塞
を
お
こ
し
や
す
い
異
常
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

●
画
像
診
断

　
C
T
検
査
で
は
、
症
状
の
出
な
い
と
こ
ろ
に
生
じ
て
い
る
無

症
候
性
脳
梗
塞
が
診
断
さ
れ
ま
す
。
M
R
I
検
査
で
は
、
C
T

よ
り
ご
く
小
さ
な
病
変
の
チ
ェ
ッ
ク
や
脳
血
管
の
狭
窄
な
い
し

閉
塞
の
有
無
を
診
断
で
き
ま
す
。

　
画
像
診
断
で
無
症
候
性
梗
塞
や
血
管
の
変
化
が
発
見
さ
れ
た

場
合
は
、
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
の
管
理
を
厳
重
に
す

る
こ
と
、
場
合
に
よ
り
脳
血
流
を
よ
く
す
る
く
す
り
、
血
栓
を

予
防
す
る
く
す
り
を
服
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
1
本
の
線
の
上
を
歩
い
て
、

手
足
の
マ
ヒ
や
平
衡
感
覚
の

異
常
な
ど
、
運
動
機
能
に
障

害
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

　
目
を
大
き
く
見
開
い
て
遠

く
を
見
ま
す
。
医
師
は
、
ペ

ン
ラ
イ
ト
の
光
を
目
に
当
て

て
、
眼
球
の
運
動
に
異
常
が

な
い
か
調
べ
ま
す
。

　
意
識
は
し
っ
か
り
し
て
い
て

も
感
覚
が
マ
ヒ
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
筆
で
ほ
お
を
刺
激
し
、

左
右
同
じ
に
感
じ
る
か
を
調
べ

ま
す
。

神
経
学
的
検
査

X
線
C
T
検
査

　
頭
の
各
方
向
か
ら
X
線

を
当
て
、
得
ら
れ
た
情
報

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理

し
て
、
脳
を
輪
切
り
に
し

た
よ
う
な
断
面
図
を
描
き
、

ど
の
部
分
に
梗
塞
が
お
き

て
い
る
の
か
を
調
べ
ま
す
。

　
検
査
は
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
受
け
ま
す
。ベ
ッ
ド
が
ス
ラ

イ
ド
し
て
ガ
ン
ト
リ
ー
と
い
う
部
分
ま
で
移
動
し
、
X
線
撮
影

が
始
ま
り
ま
す
。検
査
時
間
は
2
分
程
度
。苦
痛
は
あ
り
ま
せ
ん
。

M
R
I
検
査
（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
）

　
か
ら
だ
を
強
力
な
磁
場
の
中
に
入
れ
、
体
内
の
水
素
の
原
子

核
を
強
力
な
磁
気
や
電
波
で
ゆ
さ
ぶ
り
、
原
子
核
か
ら
反
響
す

る
信
号
を
画
像
化
す
る
方
法
で
す
。
X
線
C
T
検
査
に
比
べ
て
、

磁
気
や
電
波
は
骨
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
な
い
の
で
、
鮮
明
な
画
像
が

得
ら
れ
ま
す
。

　
検
査
中
、
〝
ド
ン
ド
ン
〞
と
い
う
道
路
工
事
の
よ
う
な
音
が

し
ま
す
が
、
苦
痛
は
な
く
、
磁
気
を
使
う
の
で
X
線
を
被
曝
す

る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
に
は
15
分
か
か
り
ま
す
。MRI装置（Magnetic Resonance Imaging） （写真提供・東芝メディカル）

X線管球

寝台に横になったままガント
リー内にスライドして入る

ガントリーガントリー
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原
子
核
か
ら
反
響
す

る
信
号
を
画
像
化
す
る
方
法
で
す
。
X
線
C
T
検
査
に
比
べ
て
、

磁
気
や
電
波
は
骨
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
な
い
の
で
、
鮮
明
な
画
像
が

得
ら
れ
ま
す
。

　
検
査
中
、
〝
ド
ン
ド
ン
〞
と
い
う
道
路
工
事
の
よ
う
な
音
が

し
ま
す
が
、
苦
痛
は
な
く
、
磁
気
を
使
う
の
で
X
線
を
被
曝
す

る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
に
は
15
分
か
か
り
ま
す
。MRI装置（Magnetic Resonance Imaging） （写真提供・東芝メディカル）

X線管球

寝台に横になったままガント
リー内にスライドして入る

ガントリーガントリー




